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発色団は ll-ci s形であり，感梓を構成する微繊毛膜に含まれている。他の色素は発色団として alト






まず，スルメイカ (Todαrodes pacificus) のレチノクロムを視細胞から抽出し，高度に純化して，
SDSポリアクリルアミドゲル電気泳動法で、単一バンドを示すものを用意し，これを免疫原としてウ
サギに投与した。得られた抗レチノクロム血清は二重拡散法および二次元免疫電気泳動法により，その
特異性が確かめられた。網膜の凍結切片を FITC標識抗レチノクロム IgG と反応させ，レチノクロ

































を作り，これを免疫原として抗レチノクロム血清を得たのち. FITC標識抗レチノクロム IgG を用意
した。これを用いて網膜の凍結切片を染色し 蛍光を観測することにより レチノクロムはロドプシ
ンの存在する視細胞外節内の感梓部には存在せず 感梓に接する外節基端部およびそれにつづく内節
部の細胞質に偏在することが示された。つづいて. T(7 ァージ標識抗レチノクロム IgG を用意し，こ
れを網膜内節部のホモジェネートと反応させ，電子顕微鏡観察による T(7 ァージ検出を行い，多くの
細胞下膜構造体のうち ミエロイド小体に由来する膜片には確実にレチノクロムの存在することが証
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明された。云いかえれば，従来機能不明で、あったミエロイド小体が光受容膜としての性格を備えるこ
とが確実となった。なお，同君はレチノクロムおよびミエロイド小体の網膜内分布を比較検討し，イ
カ網膜が全面に亘って均一な性質をもつものではなく，背側と腹側では性格が異るなど，興味深し主事実
をも明らかにした。
以上，網膜内および視細胞内におけるレチノクロムの存在様式に関する一連の研究は，ロドプシン
との関連などその生理学的役割を解明する上に重要な知見をもたらした。従って 3 部からなる福島君
の提出論文は理学博士の学位論文として十分な価値があると認められる。
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